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主なマイナス要因は、フライアイレンズの生産能力不足・原価増
と反射鏡の売上減

主なマイナス要因は、フライアイレンズの生産能力不足・原価増
と反射鏡の売上減

連結営業利益の減益要因連結営業利益の減益要因

プロジェクター
反射鏡売上減

フライアイレンズ
大幅受注増によ
る利益増等

フライアイレンズ
の生産能力不足
・原価増

2012年度

▲ 276

▲ 343
▲ 509

▲ 127
▲ 79

▲ 35

290

60

デジタルシネマ
反射鏡の受注減 その他

その他

2013年度

（単位:百万円）
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プラス要因は、主にフライアイレンズのコスト改善、売上増
マイナス要因は、主に反射鏡の売上減

プラス要因は、主にフライアイレンズのコスト改善、売上増
マイナス要因は、主に反射鏡の売上減

連結営業利益の改善要因連結営業利益の改善要因

▲ 140

▲ 60

382

145

137

70

▲ 509

160

その他

反射鏡
売上減 フライアイレンズ

コスト改善・売上増
による利益増等

在庫政策

歩留改善

拡販

その他

人件費削減
・合理化

60

76
2013年度

2014年度

（単位:百万円）

【内訳】
反射鏡： ＋３３
フライアイ： ＋８９
デジタルシネマ： ＋１２
自動車用： ＋３
合計 ＋１３７

全てのセグメントに関する
改善要因

フライアイレンズに限定した
改善要因
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（単位:百万円）

20142014年度年度 業績予想（連結）業績予想（連結）
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事業計画における経営課題事業計画における経営課題

１. フライアイレンズの採算改善

２. 経営資源の最適配分

３. 新規事業の早期立ち上げ


